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スマート・クラウド研究会の
今後の進め方今後の進め方

（案）



クラウド関連施策に関する総合的な検討体制

政策決定プラ トフ ム

1

政策決定プラットフォーム

過去の競争政策の 電気通信市場の環境変 地球的課題検討部会国際競争力強化
レビュー部会 化への対応検討部会

地球的課題検討部会

報告 報告 報告

検討部会

スマート・クラウド研究会

■本研究会は、内藤副大臣が主宰する研
究会として位置付ける。

■検討結果は、採り得る政策の選択肢等を
（’09年7月より開催

⇒ ’10年1月中間取りまとめ
⇒同6月最終取りまとめ）

利活用WG 技術WG

整理するものとし、タスクフォースの「国際
競争力強化検討部会」及び「地球的課題
検討部会」に報告し、議論の参考に供す
る（必要 応じ 政策決定プ ト

我が国におけるクラウドサー
ビスの普及を通じたＩＣＴの利
活用の推進 クラウド関連の

る（必要に応じて、政策決定プラットフォー
ムにおいて政策として機動的に決定・推
進する）。

■本研究会では オ ル総務省としての政 活用の推進、クラウド関連の
技術開発の方向性、クラウド
を巡る国際ルールの在り方等

について総合的に検討

■本研究会では、オール総務省としての政
策の選択肢を取りまとめることを目指し、
別途開催中の他の研究会（注参照）等の成果
も 本研究会の取りまとめに反映するも、本研究会の取りまとめに反映する。



スマート・クラウド研究会の今後の取り運び（案）

２００９ ２０１０ 秋ごろ
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グローバル時代における
ＩＣＴ政策に関する
タスクフ ス

国際競争力強化
検討部会

地球的課題

（政策決定プラットフォームにおいて、所要の施策は随時決定・実施）

一定の方向性

タスクフォース 地球的課題
検討部会

１２月 １月メド ３月 ５月 ６月メド

最終報告書
スマート・クラウドスマート・クラウド

研究会研究会

１２月 １月メド ３月 ５月 ６月メド

中間
取りまとめ

（案）

追加提案募集
（約1か月）

検討の
方向性

最終報告書
（案）

パブコメ

クラウドコンピューティングクラウドコンピューティング
時代のデータセンター活性時代のデータセンター活性

３月メド

（案）

議論の集約

取りまとめ

取りまとめ

化策に関する検討会化策に関する検討会

政府情報システムの整備政府情報システムの整備
の在り方に関する研究会の在り方に関する研究会

１月メド

取りまとめ
公的個人認証サービス公的個人認証サービス

普及拡大検討会普及拡大検討会

３月メド ６月メド

検討の状況

取りまとめ
光ブロードバンドの活用光ブロードバンドの活用

方策検討チーム方策検討チーム

夏ごろ

中間
取りまとめ

３月メド



関連する研究会等の概要 3

名称 検討期間 概要

クラウドコンピューティングが発展する中、国内電
気通信事業の発展及び国内でのサービス利用者

クラウドコンピューティング時代のデータ
センター活性化策に関する検討会

平成21年5月～平成22年3月

気通信事業の発展及び国内でのサ ビス利用者
の権利保護のため、国内における情報通信サー
ビスの提供拠点であり、情報の集積拠点である
データセンターの活性化策について、実務的視点
から検討する。

政府情報システムの整備の在り方に関
する研究会

平成21年6月～平成21年1月

政府の情報システム全体の最適化を推進するた
め、政府情報システムの統合・集約化や共通機能
の標準化の基盤となる「政府共通プラットフォー
ム」の構築に向け、同プラットフォームの整備の課ム」の構築に向け、同プラットフォ ムの整備の課
題、方向性等について調査検討を行う。

公的個人認証サ ビス普及拡大検討会 平成21年4月 平成22年6月

公的個人認証サービスの速やかで自律的な普及
を促し、様々なオンライン手続等の認証基盤とし
て発展 定着を図 ていくため 利用サ ビスの拡公的個人認証サービス普及拡大検討会 平成21年4月～平成22年6月 て発展・定着を図っていくため、利用サービスの拡
大、利便性の向上等のための具体的方策につい
て総合的な検討を行う。

全国整備された超高速ブロードバンド網（光ブ

光ブロードバンドの活用方策検討チーム 平成21年11月～平成22年夏ごろ

全国整備された超高速ブロ ドバンド網（光ブ
ロードバンド）を活用して、地域の公共サービスに
おける住民の利便性向上と無駄の排除による行
政コストの大幅圧縮を同時に実現するベストモデ
ルを構築し、全国に提示するため、光ブロードバ
ンドに求められる機能要件等を策定するとともにンドに求められる機能要件等を策定するとともに、
最新の技術的動向を前提とした整備・運用の低コ
スト化等について検討する。


